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プルデンシャル生命保険株式会社 

 

オンラインで社員の子どもたちにランドセルの「贈呈式」 

～全国で新入学児童 268 人の門出をお祝い～ 
 

プルデンシャル生命保険株式会社（代表取締役社長 濱田 元房）は、この春に小学校に入学する社員の子どもた

ち 268 人にランドセルを贈りました。2019 年までは全国の支社・本社ごとに対面での贈呈式を開催しておりましたが、

今年はオンライン会議システムを使用するなどし、新型コロナウイルス感染拡大防止に努めて子どもたちの門出を祝

しました。 

 

ランドセルの贈呈は、創業者である故・坂口陽史の「社員と社員の家族を大切にしたい」との思いから、1989年に

始まりました。今回が33回目となり、これまでに7,169人の子どもたちに贈っています。 

また、例年ただ品物を贈るだけでなく、社員が工夫を凝らした手作りの贈呈式を開催し、対象の子どもたちなどご

家族を支社・本社に招いて直接お祝いを伝えてきました。ご家族に会社のことを知ってもらう機会となるとともに、社

員もまた家族のためにと一層仕事へのモチベーションを高める機会となっておりました。 

今年は、感染拡大防止のためオンライン会議システムで支社と社員の自宅をつないで、リモートで贈呈式が開催さ

れました。画面越しでも子どもたちに楽しんでもらおうと、社員がゲームやサプライズを企画するなどしました。 

           （写真）支社と社員の自宅をつなぎオンラインで行われた贈呈式の様子 

 

 当社では、お客さまとの面談やご契約のお手続きにおきましても、オンライン会議システムや郵送等を積極的に活

用し、引き続き感染拡大防止に努めてまいります。 
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